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１ 本校研究テーマ「社会を主体的に生き抜くことができる生徒の育成～協働的な学びを

通して～」に関わる実践 

 

【視点１】自分事として主体的にとらえ、解決を図る課題内容と設定の工夫 

   生徒に疑問や目的意識を持たせられるような課題設定をする。また、生徒の生活にかかわりの深

い事象や実物を提示する。 

【視点２】深い学びにつながる学び合いの充実 

   課題を解決するために、少人数のグループでの学び合いの場を設定し、他の考えと比べ自分の考

えを深めたり、修正したりしながら、生徒同士の学び合いが活発になるようにする。 

【視点３】まとめ・振り返りの充実 

   授業の最後、「振り返りカード」にその時間の授業への取り組みの自己評価や気づいたことなど

を記入させることで、学習内容の定着を図るとともに、自分の学習の深まりや広がりにつなげてい

く。 

 

<< 実践例 ① >>  １年 理科 「地層」 

  

（１）学習課題  地下の見えない地層を調べるにはどうすればいいだろう 

 

（２）授業の流れ 

  ① 地下にあって見えない地層を調べるにはどうし

たらいいか話し合う。 

単元の最初に設定した、建物を建てる土地のよ

うすを調べるという目標を想起させ、必要感を持

たせる。【視点１】 

 

  ② ボーリング試料を見て、地面の下にある地層を

調べることができることを知る。 

実際のボーリング試料をボーリング会社から借

用し、実物提示する。【視点１】 

 

  ③ 複数の地点でボーリング調査をしたときの柱状

図をもとにして、地層の広がりを見出し、図で表現

する。 

「まなボード」（透明シートのついたホワイトボ

ード）にいくつかの柱状図をはさみ、その上から地

層の広がりをグループで相談しながら書いてい

く。【視点２】 

 



 

④ 二中の校舎が建っている地下にはどんな地層が

広がっているのかを知る。 

二中校舎が建築された際にボーリング調査した

資料を教育委員会から借用し提示する。【視点１】 

 

⑤振り返りカードに記入する。 

本時の学習を振り返り、学習の深まりや広がりに

つなげていく。【視点３】 

 

 

 

 

 

 

<< 実践例 ② >>  １年 理科 「水溶液」 

 

（１）学習課題  水溶液の正体をつきとめよう  

 

（２）授業の流れ 

① ６種類の水溶液Ａ～Ｆ（それぞれ塩酸、炭酸水、

アンモニア水、食塩水、砂糖水、精製水のいずれか）

を示し、それぞれ何の水溶液かその正体をつきとめ

る、という課題を提示することで、目的意識を持た

せる。【視点１】 

 

② それぞれの水溶液の溶質は何かを考え、その性質

からどんな実験をすれば確かめられるかを話し合

う。（個→グループ）【視点２】 

 

③ Ａ～Ｆの水溶液の性質を調べるための実験を行

う。グループの中で実験を分担することで、一人一

人が責任を持って実験を行うようにする。【グルー

プ→個】【視点２】 

【実験方法】 

・リトマス紙の色の変化 ・加熱した時の変化 ・石灰水を入れ

たときの変化 ・マグネシウムを入れたときの変化の４種類と

する。・においをかぐも補助的に入れる。 

・グループ内で、１人の生徒が、１つの実験をＡ～Ｆの水溶液に

対して行い、その結果をホワイトボードに記録する。 

 

④ 各自行った実験結果をグループで１つにまとめ、それをもとに



してＡ～Ｆの水溶液の正体が何なのか、グループで話し合い、ボードに記入する。【個→グループ】
【視点２】 

 

⑤ Ａ～Ｆの水溶液の正体を全体で確認する。

【一斉】 

 

⑤ 振り返りカードに記入する。本時の学習を

振り返り、学習の深まりや広がりにつなげ

ていく。【個】 

【視点３】 

 

<< 指導の実際と考察 >> 

【視点１】 
実践例１では、単元の導入での課題提示「建物を建てる時、その土地に建てても大丈夫かどうか、

どうすればわかるだろう」からの流れで本時の授業に入ることで、生徒に疑問や目的意識を持たせ、

主体的に学ぼうとする態度につなげることができた。地層の例として、生徒の生活にかかわりの深い、

二中の土地の柱状図を提示することと、さらにボーリング試料の実物標本を提示することで、日常生

活とのつながりを意識させることができた。 

実践例２では、単元の目標として、「水溶液の正体をつきとめられるようになろう」を設定し、その

ための力をつけていこうという目的意識を生徒に持たせ、主体的に学ぼうとする態度につなげること

ができた。 

 

【視点２】 
実践例１では、いくつかの限られた柱状図を基にして目に見えない地下の地層の広がりを推定させ

るとき、地層の広がりについて複数の考えがでてくるような課題を設定したことで、他の考えと比べ

自分の考えを深めたり修正したりすることで、生徒同士の学び合いが活発になった。また、「まなボー

ド」（透明シートがついているホワイトボード）に記入させることで、グループでの話し合いや全体で

話し合いの際、考えを共有しやすくすることができた。 

実践例２では、グループの人数を少なくする（３人）とともに、複数の実験をグループ内で分担し、

生徒一人一人に責任感を持たせて実験を行わせることでより主体的に取り組ませることができた。ま

た、実験結果をまとめて話し合う際にはミニホワイトボードを活用し、グループ内での考えが共有さ

れたり考えが整理されたりして話し合いをより深められた。 

 

【視点３】 
実践例１・２とも、授業の最後、「振り返りカード」にその時間の授業への取り組みの自己評価や気

づいたことなどを記入させることで、学習内容の定着を図るとともに、自分の学習の深まりや広がり

につなげることができた。 

 

 

 

 

 



２ 元素記号、化学式を自然に覚えるための掲示物の工夫 

 

 理科室前の廊下に、元素記号・化学式を覚えるため

の掲示物を作成した。記号が単に並んでいるだけの掲

示物ではなく、下のように記号と名前のどちらかが板

で隠れていて、生徒が手でめくることで他方がわかる

という仕組みである。 

理科室前を通る生徒がその掲示物に触れることで、

元素記号や化学式に親しみ、知識の定着にもつながる

ようにした。実際掲示してからは、生徒が触っている

のをよく見るようになり、あるいは直接触っていると

ころを見なくても、掲示が動いていることから生徒が

触っていることがわかる。 


